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令和 3年 9月バージョンアップのご案内 

 

 

あ 拝啓 貴所益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。毎度格別のお引立てに預かりありがとうございます。 

さて、KEMPOSに関し、以下の点につきバージョンアップを行いますのでご案内申し上げます。 

バージョンアップ内容の詳細につきましては、弊社ホームページに近日中にアップいたします。 

(弊社ホームページ：https://www.kempos.co.jp/) 

 

 

１ KEMPOSの動作環境について（パソコンの入替を予定されている場合もご確認下さい） 

本バージョン(Ver860)を含む Ver820 以後の KEMPOS は、Microsoft Office 64bit 版への対応に伴い、

Microsoft 社がサポートしている Office 2013 以後の環境でのみ動作します。サポートが終了している

Office 2010以前の環境では動作しなくなりますので、予めご確認ください。 

 

また、Kemposのクライアントを新しいパソコンに入替を予定されている場合、最新版の Officeは 64bit

版が標準仕様となりますのでそのまま Ver820より前のバージョンを使用するとエラーが発生します。 

そのままのバージョンでお使い頂く場合は 32bit版を再インストールして頂く必要がありますが、最新版

はどちらでも動作しますので、今回のバージョンアップを是非ご検討下さい。 

 

 

２ 祝日休日を考慮して期限管理をされているユーザー様について 

Ver820以後をお使いのユーザー様に関しましては、内閣府が提供する 2021年の CSVデータを、ユーザー

様ご自身で取り込んでいただくようお願いいたします。 

 

 

尚、今回のリリースは Ver860となります。 

敬具 

  

https://www.kempos.co.jp/
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（１） 国内・共有関連 

1. 複数意匠取込ソフトで優先権に記載されているアクセスコードを取り込む機能を追加しました。 

 
優先権の出願にアクセスコードが記載されている複数意匠出願の Htmlを読み込みます。 

 

 
取り込んだときの画面です。アクセスコードを読み込んでいます。 

 



 

取込後の関連出願データです。 

 

2. 複数意匠取込ソフトで個別意匠に対応した受任台帳の連結・消滅処理機能を追加しました。 

複数意匠取込ソフトでは個別意匠の出願台帳を複数意匠のデータをコピーして作成する仕様になっているこ

とから、個別意匠の出願台帳を受任台帳から先に作っておくことが出来ません。 

複数意匠取込ソフトで個別台帳を作成する際に、対応した受任台帳（受任番号が個別意匠の整理番号と同じ、

または対応出願に個別意匠の整理番号が入力されている）を参照して、出願台帳との連結と消滅処理を行える

様にしました。 

 

個別意匠の整理番号が受任番号に設定されている受任台帳です。この場合は対応出願のデータが無くても処理

の対象となりますが、受任番号が整理番号と異なる場合には対応出願に個別意匠の整理番号が設定されている

必要があります。 

 

複数意匠取込ソフトで書込ボタンを押した後、上記の様な処理対象の受任台帳が見つかると、まず連結処理に

ついて確認が表示されます。 



 

次に移管処理についての確認が表示されます。ここで「はい」を選択すると、受任台帳の右上に移管処理とし

て「出願移管」の文字と今日の日付が設定されます。 

 

 

連結処理に「はい」を選択すると、出願タブの整理番号、出願 IDがセットされて、「出願参照」が使用できま

す。また対応出願にデータが有った場合には出願 ID がセットされてダブルクリックで対応の出願台帳を開く

ことが出来ます。 

移管処理に「はい」を選択すると右上に「出願移管」と処理した日付がセットされます。 

 

 
出願台帳にも受任日と受任 IDがセットされ、受任ボタンで受任台帳が開けます。 

 

  



3. 複数意匠取込ソフトで先に作成していた複数意匠の出願台帳を上書きする場合、現地代理人、備考の情報を個

別意匠の出願台帳へコピーするようにしました。 

 

 

複数意匠の受任台帳です。これを元に出願台帳を作成します。 



 

 

受任台帳から引き継いでいる情報として、出願台帳の 

現地代理人、部署、顧客担当 

備考、英名称 

の 5つの項目を個別意匠の出願台帳にも引き継ぐ様にします。 

 



 
複数意匠取込ソフトで複数意匠の出願台帳が既に作成されて居た場合、備考の内容を画面上に読み込む様にし

ました。ここで編集した内容が個別意匠の備考にもコピーされます。（ここで内容をクリアしてしまうと複数

意匠も個別意匠の備考も空白になりますので注意して下さい） 

 

 

取込画面で備考に追記した内容が複数意匠、個別意匠の出願台帳に反映されます。 



 
英名称も各出願台帳に反映されます。 

 

 
個別意匠の共同出願にも現地代理人、部署、顧客担当のデータが反映されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4. 顧客台帳に以下の項目を追加しました。 

 ・報告書納品方法 

 ・請求書納品方法 

 ・納品方法注意 

 ・請求方法注意 

 ・サイン権者(和) 

 ・サイン権者(英) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5. 審査請求期限の照合結果について結果表示の内容を詳しくしました。 

 KEMPOSにて消滅案件とされている→消滅の内容を記載 

 整理標準化データのみ審査請求日が記載されている→「整理標準化にて審査請求済み」 

 

6. 引用文献、先行技術文献に記載されている公開番号などに Hなどの和暦を含む場合でもダウンロード可能にな

りました。 

 
[図面包袋]タブの「引用文献」ボタンにより、直近の拒絶理由通知に記載されている引用文献を参照する際、

上記の様に和暦を含む番号の場合、西暦に変換する処理を加えていましたが、和暦の漢字をアルファベットに

調整する処理のみとし、正しく検索される様にしました。 

 

7. 文書編集画面から Mailボタンを押した時に Outlookを指定して起動する機能を追加しました。 

  内部設定の変更が必要となりますので、ご希望の際はお知らせください。 

 

8. 登録の入力時に顧客台帳で年金管理をしない設定にしている出願人の場合、確認を表示して年金管理区分を

「不要」に出来るようにしました。 

 ・登録の手続を入力の際、以下のメッセージで「はい」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・以下のメッセージが表示されますので「はい」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ・出願台帳上の年金管理区分が不要に設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 代理人指示日や案内タブの日付について、入力した手続を削除したら連動して日付をクリアするようにしまし

た。 

 

 ・手続定義設定画面の「日付転記」に「審請指示」、「年金指示」、「更新指示」が設定されている手続を 

削除した際、案内タブの各指示日がクリアされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・手続定義設定画面の「応答期限設定」に「指示」が設定されている手続を削除した際、審査経過タブの 

「代理人への指示日」がクリアされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



10. スーパー早期審査請求、PPH(特許審査ハイウェイ)の手続を追加しました。 

【スーパー早期審査請求】 

 

 
  



【特許審査ハイウェイ(PPH)の申請】 

 

 

  



（２） 外国関連 

11. AU特許の分割出願の審査請求期限について出願日を起算日にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. イスラエル商標の存続期限、更新期限を 10年で管理するようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



13. イスラエル特許に情報開示陳述提出指令を追加し、応答期限 4カ月、最終期限 6カ月を設定できるように

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14. CN特許の存続期限を調整するための手続を追加しました。 

 ・前回のバージョンアップ時に登録手続時に調整期間を設定できるよう対応いたしましたが、 

  登録手続以外のタイミングで調整期間を設定できるよう「調整期間設定」手続を用意しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・手続入力時に調整期間の入力枠が表示され、入力した日数分存続期限が延長されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



15. 国際意匠の出願台帳にて国際公表手続を入力した際、指定国の出願台帳にその国に応じた意匠登録期限

を設定できるようにしました。 

 

 ・指定国の官庁は、国際登録の対象である意匠が自国の法令に基づく実体的な保護の要件を満たしていない 

場合に、その国際登録に基づく保護の効果を拒絶することが認められており、拒絶通報可能な期間を 

意匠登録期限として用意しました。 

 

拒絶の通報が可能な期間は、国際公表から 6か月又は 12か月以内です。 

 

 ・出願種別設定画面に「意匠登録期限」を設定する項目を用意しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・手続定義設定画面に「意匠登録期限設定」項目を用意しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 ・指定国の出願台帳が作成されている WO意匠の出願台帳で、「意匠登録期限設定」に「設定」が設定されている 

手続を行うと、下図の意匠登録期限設定に関するメッセージが表示され、各出願種別の設定に応じた意匠登録 

期限が各指定国の出願台帳に設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・下図は US意匠の出願台帳です。 

外国期限タブに新たに設けた「意匠登録」に 12か月後の期限が設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・この期限は期限検索の「意匠登録」にチェックを付けることで検索できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

  



（３） 請求関連 

16. 外内案件を元に外貨建ての請求書を発行する際、請求先の顧客台帳に設定されている外貨を請求書にセット

するようにしました。 

 

現地代理人の顧客台帳に対応した通貨を設定しておきます。 

 

 

この代理人宛の請求書を作成すると、顧客台帳に設定した通貨を請求台帳に設定する確認が表示されます。 

 

 
DNタブの通貨にDMが設定されています。この後、明細行などを入力して「CONVERT」ボタンを押すと対応した

外貨が計算されます。尚、計算した外貨額を外貨建ての請求書として出力するには、対応した請求書のレポ

ート、Wordのひな形などが必要となります。 

  



（４） その他 

17. 国際出願取込にて PDFから出力したテキストファイルの文字コードが UTF-8のままでも取込可能にしました。 

 

Window Updateによりテキストファイルの文字コード初期値が UTF-8に変更になってしまったため、取込を行

う前に、PDF から出力したテキストファイルをメモ帳などで開いて、文字コードを ANSI に変更して保存する

という前処理が必要でした。 

今回、文字コードが UTF-8のままでも読み込める様にしましたので、文字コードの変更作業が不要となりまし

た。 

 

18. 国際出願取込ソフトで優先権の国に Regional Officeと記載されている場合に対応しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19. 期間延長の入力の際、参考となる延長期間の表示を修正しました。 

 

 ・期限参照の画面にて正しい延長後の日付が表示されない場合がある点を修正しました。 

 

  下図は外内案件での期間延長(２ヶ月)の画面です。左が従来の画面、右が修正版となります。 

  修正版では月末を考慮して計算され、延長２の日付が応答期限と一致しているのが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



20. 審決（登録審決）の HTML に納付期限に関する記載がない場合、期限設定を行わない登録審決手続が登録され

るようにしました。 

 

 ・発送書類名で審決の手続定義 3に「登録審決(勝ち)(経過のみ。期限設定は無し)」を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・各国手続設定には「登録審決(経過)」を設定します。 

  ※期限設定を行う登録審決とあわせて設定することはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・HTMLを読み込むと期限設定を行わない登録審決手続が設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



21. 顧客担当者等を一括更新するオプションツールについて、備考の追加位置を現在の備考に対して前後指定でき

るようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 編集コード 

22. 関連出願の詳細出力について、さらに消滅、出願、登録などのステータスを追加したコードを追加しました。 

{B25：優先権（ステータス(IDS,移行,登録,消滅)を出力） 

{B26：原出願（ステータス(IDS,移行,登録,消滅)を出力） 

{B27：指定国（ステータス(IDS,移行,登録,消滅)を出力） 

{B28：外国出願（ステータス(IDS,移行,登録,消滅)を出力） 

 

23. 顧客台帳に追加した項目に対応する編集コードを追加しました。 

{CUM：報告書納品方法、{CUN：請求書納品方法 

 

 


